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This paper presents the outline of Apprication of the BEST to the examination of the terms of use of are that 

consists of small buildings energy and resouces. 
 

 はじめに 
BEST専門版では、熱源廻りや空調機廻りなど設備シ
ステムの一部を対象とする部分検討や、建物設備全体テ

ンプレートによる建物全体を対象とする検討への使用例

などが既に報告されている。１）BEST省エネルギー計画
書作成支援ツール（以降 BEST 支援ツールと呼ぶ）は
300～5000m2の建物を簡単な入力でモデル化しPALや
CECの計算結果を短時間で得ることができ、基本設計段
階での省エネルギー検討の利用に役立つと考えられてい

る。建物の省エネルギーに関しては建物単体で行なうも

のが主であったが、余剰熱や発電電力を近隣の建物間で

相互利用しさらに省エネルギー化を図る面的利用の実施

例も増えてきている。小規模建物のモデル化にはBEST
支援ツールの自動設計機能の利用が効率的と考えた。 
本報では、拡充したテンプレートの紹介とそれらを利

用しての設計ツールへの展開について提案し、BEST支
援ツールの省エネルギー検討への応用の一例として小規

模な建物で構成されたエリアのエネルギー等の面的利用

の検討に BEST 支援ツールを使用したその手法と計算
例を紹介する。 
 

１．テンプレートの拡充 

空調に関連する、ゾーン、空調機・FCU、熱源のテン
プレートについて代表的な機種を容量別に用意し、また、

機器容量の決定をサポートする仮設調整テンプレートを

新たに追加するなど、拡充を行ったので以下に紹介する。 

1.1 ゾーンテンプレート 

単一ダクト方式用に新たに 10 ゾーンを接続済みのゾ
ーンテンプレートを CAV用と VAV用として追加した。
1.2 空調機・FCUテンプレート 
空調機テンプレートでは、送風量 2000CMH～

16000CMHの19機種をCAV方式とVAV方式にそれぞ
れ追加した。カセット型 FCU テンプレートに、200番
～1200番の 6機種を追加した。 
1.3 熱源テンプレート 
熱源テンプレートでは、HP チラー6kW～530kW の

15機種、HPブラインチラー93kW～270kWの 6機種、
真空温水ヒータ 46kW～698kWの 14機種、冷温水発生
機 70kW～1744kWの 15機種を追加した。 
以上の機器仕様は、建築設備設計基準の各機器の諸元

表を参考として作成した。 
1.4 仮設調整テンプレート 

仮設調整テンプレートでは、空調機と熱源を開発した。

仮設調整テンプレートは、システムの構成部品として接

続することで、その場所でその時に必要な熱量、水量、

風量などを自ら調整して水や空気媒体の出口状態を決め、

下流に接続されたモジュールへ渡すことができる。 
空調機仮設調整テンプレートでは、送風温湿度と冷温

水の出入口温度差および外気量を条件として与え、VAV
システムの空調機として接続し計算を実行する。必要な

送風量はVAV用ゾーンテンプレートのVAVユニットで
決まり、空調機仮設調整テンプレートの入口空気の風量 
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図１ 仮設調整テンプレートの利用手順 
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必要熱量

仮設調整テンプレートの利用手順
　①建物全体テンプレートなどを使用し、システムの構成と系統の骨組みを構築
　　　ゾーンテンプレートはVAV用を使用し、負荷計算ゾーンの関連付けを行う。
　②空調機と熱源を仮設調整テンプレートに入れ替える
　③年間シミュレーションを実行する
　④計算結果　：　空調機/必要な送風量と冷温水量、熱源/必要な冷却・加熱能力など
　⑤拡充した空調機および熱源の機種容量別テンプレートから、
 　　④の結果を満たす容量のものを選び入れ替える。
　⑥冬季、夏季について計算期間を絞って実行する。
　　結果から空調機や熱源のサイズの変更の要否を判断し容量調整を繰り返す。

①

②

③

⑤

②

③

④

④

④
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として伝わる。外気取入分を考慮して出入口空気のエン

タルピ差をコイル負荷としている。また、コイル負荷と

与えた出入口温度差から必要な冷温水量を求めている。 
熱源の仮設調整テンプレートでは、冷温水の出口温度

を条件として与え、空調システムの熱源として接続し計

算を実行する。必要な熱源の冷却・加熱能力は、冷温水

の出入口温度差と流量から求めている。 
仮設調整の空調機および熱源の年間シミュレーション

の結果の最大値などから、空調機の必要送風量、冷温水

コイルの冷却・加熱能力、冷温水量、熱源の冷却・加熱

能力を得ることができる。 
 

２．設備設計計算書としてのシミュレーションの活用 

空調設備設計において機器の仕様決定は、まず建物の

最大負荷計算を行い、次に計画したシステムの系統を考

慮しながら系統別に負荷集計を行い、さらに採用する省

エネ手法の効果量を配慮しながら外気負荷などを加減し、

これらの手順を経てようやく空調機のコイルや熱源機器

の容量が決まる。これらの過程を記録したものを設備設

計の計算書として残すのが一般的な設計手順である。 
 拡充したテンプレートを活用することで、シミュレー

ションによる熱源・空調機器の仕様決定を効率的に行う

ことが可能となる。以下に手順する。なお、必要なゾー

ン割りとそれらの負荷計算用建物側データは作成済みで

あるとする。（図１） 
①まず建物全体テンプレートなどを使用し、システム

の構成と系統の骨組みを構築する。ゾーンテンプレート

はVAV用を使用し、負荷計算ゾーンの関連付けを行う。

②空調機と熱源を仮設調整テンプレートに入れ替える。

冷温水や送風の出口条件を設定する。③年間シミュレー

ションを実行する。④計算結果として、空調機では必要

な送風量と冷温水量、熱源では、必要な冷却・加熱能力

などが得られる。⑤拡充した空調機および熱源の機種容

量別テンプレートから、④の結果を満たす容量のものを

選び入れ替える。⑥冬季、夏季について計算期間を絞っ

て実行し、空調時間帯のゾーンの温湿度の状態をヒスト

グラム表示モジュールなどで確認する。温湿度の分布結

果から空調機のサイズの変更の要否を判断し空調機の容

量を調整する。２次側の調整後、熱源の調整を同様に行

う。熱源の容量の適正化には、熱源の出口温度の状態を

ヒストグラム表示モジュールなどで確認すれば良い。 

空調系統や熱源系統の負荷の集計作業は、機器モジュ

ールがその接続状況に応じてリアルタイムで行っている

ため、事前の負荷集計作業は不要であり、計算結果とし

て出力される。仮設調整テンプレートは一般的な条件を

デフォルト値として与えているので、建物負荷計算デー

タが用意できれば、仮設調整テンプレートと建物全体テ

ンプレート等を組合わせることで容易にシミュレーショ

ンを始めることができる。また、複数年の気象データに

よる計算が可能となる予定で、猛暑や冷夏なども事前検

討が１度の計算で可能となる。 

テンプレートはユーザーがカスタマイズ可能な仕組み

となっており、新たな機器テンプレートの追加やデフォ

ルト値の変更が自由に行える。空調設備機器メーカから

実在機の機器情報がテンプレートの形で提供され BEST

で利用可能になると効率よく良質の設計が可能となる。 

 

３．複数の建物を対象とする場合のモデル化 

BESTのシステムの構築は、機器・部品などの設備モ
ジュールを組合わせて行い、部分システムの検討から建

物全体の検討もできることを報告している。計算時間の

問題や計算機のメモリ容量などの制約などがあるが、地

域熱供給など複数の建物の検討にも対応は可能である。 
複数の建物のモデル化の方法として、建物全体テンプ

レート等を利用して構築し、建物群全体を連成して計算

する方法（図２）と、建物ごとの計算結果を境界条件と

して用意し境界条件媒体変換モジュールにて非連成で計

算する方法（図３）が考えられる。後者の計算結果を既

存建物の実測値データに置換えることも可能である。 

建物全体
テンプレート

建物１

建物全体
テンプレート

建物2

建物全体
テンプレート

建物ｎ

建物全体テンプレート
エネルギーセンターなど

冷温水、電気、燃料など

・・・・

複数の建物を連成して計算する。
媒体情報の流れは双方向。  

図２．複数の建物をテンプレートでモデル化する例 

境界条件
媒体変換
モジュール

建物１

境界条件
媒体変換
モジュール

建物2

境界条件
媒体変換
モジュール

建物ｎ

建物全体テンプレート
エネルギーセンターなど

・・・・

計算結果
ファイル
建物１

計算結果
ファイル
建物2

計算結果
ファイル
建物3

冷温水、電気、燃料など

複数の建物の計算結果を境界条件として計算する。
媒体情報の流れは一方向。  

図３．複数の建物を境界条件としてモデル化する例 
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 前者では、熱媒体や情報が双方向に伝達されるためエ

ネルギーや資源の面的利用やデマンド制御などの検討に

適していると考えられる。後者は媒体情報の流れは１方

向のため、エネルギーセンターの設備容量の計画やエネ

ルギーおよび資源の集計などに利用できると考えられる。 

 

４．BEST支援ツールの応用例 

BEST支援ツールの簡単な入力で短時間に建物をモデ
ル化し計算できる利点に着目し、複数の小規模な建物か

らなるエリアのエネルギー等の面的利用の可能性検討へ

の利用を試みた。対象として図４に示す都内の某駅周辺

の横 210ｍ×縦 140ｍの範囲の建物を対象とする。エリ
ア内の建物の条件と BEST 支援ツールへの入力状況を
表１に示す。住宅についてはホテルの客室部として計算

を行った。個々の建物のエネルギー消費量の結果を図５

に示す。 
表１ エリア内の建物条件 

建物
記号

横
m

縦
m

階
数

基準階
床面積
デフォ
ルメ後

延床面
積デ

フォルメ
後 m2

延床
面積
m2 コアタイプ 主方位

給湯
負荷

給湯
能力
kW

照明
等

W/m2
1 O-1 事務所等-1 19 5 3 95 285 サイドコア -135 なし 20
2 O-2 事務所等-2 17 5 3 85 255 サイドコア -135 なし 20
3 O-3 事務所等-3 7 10 3 70 210 サイドコア -45 なし 20
4 O-4 事務所等-4 7 10 2 70 140 偏芯コア1 -45 なし 20
5 O-5 事務所等-5 7 7 2 49 98 偏芯コア1 0 なし 20
6 O-6 事務所等-6 15 7 3 105 315 偏芯コア1 -45 なし 20
7 O-7 事務所等-7 7 10 1 70 70 偏芯コア1 -45 なし 20
8 S-1 物販店舗等-1 5 18 3 90 270 偏芯コア1 -135 なし 30
9 S-2 物販店舗等-2 5 19 3 95 285 偏芯コア1 -135 なし 30

10 S-3 物販店舗等-3 5 12 3 60 180 偏芯コア1 -135 なし 30
11 S-4 物販店舗等-4 8 12 3 96 288 偏芯コア1 135 なし 30
12 S-5 物販店舗等-5 8 12 3 96 288 偏芯コア1 135 なし 30
13 S-6 物販店舗等-6 4 12 2 48 96 偏芯コア1 135 なし 30
14 S-7 物販店舗等-7 18 10 3 180 540 偏芯コア1 135 なし 30
15 S-8 物販店舗等-8 11 7 2 77 154 偏芯コア1 -135 なし 30
16 S-9 物販店舗等-9 11 10 3 110 330 偏芯コア1 45 なし 30
17 H-1 住宅-1 10 18 5 180 900 サイドコア -45 19 人 77 15
18 H-2 住宅-2 5 10 2 50 100 サイドコア 135 2 人 8 15
19 H-3 住宅-3 8 10 3 80 240 サイドコア -45 5 人 20 15
20 H-4 住宅-4 10 10 2 100 200 サイドコア -45 4 人 16 15
21 H-5 住宅-5 30 34 3 1020 3060 2340 サイドコア -45 64 人 260 15
22 H-6 住宅-6 5 7 3 35 105 サイドコア -45 2 人 8 15
23 H-7 住宅-7 5 9 3 45 135 サイドコア 45 3 人 12 15
24 H-8 住宅-8 15 12 4 180 720 サイドコア 45 15 人 61 15
25 H-9 住宅-9 12 20 4 240 960 サイドコア 45 20 人 81 15
26 H-10 住宅-10 4 9 3 36 108 サイドコア 45 2 人 8 15
27 H-11 住宅-11 4 9 3 36 108 サイドコア 45 2 人 8 15
28 H-12 住宅-12 4 9 3 36 108 サイドコア 45 2 人 8 15
29 H-13 住宅-13 10 15 2 150 300 サイドコア -135 6 人 24 15
30 H-14 住宅-14 9 12 4 108 432 サイドコア 135 9 人 37 15
31 H-15 住宅-15 12 10 4 120 480 サイドコア 45 10 人 41 15
32 H-16 住宅-16 6 5 2 30 60 サイドコア -45 1 人 4 15
33 H-17 住宅-17 8 10 3 80 240 サイドコア -45 5 人 20 15
34 H-18 住宅-18 3 11 3 33 99 サイドコア 45 2 人 8 15
35 Hos-1 病院等-1 9 10 1 90 90 偏芯コア1 -45 なし 12
36 Hos-2 病院等-2 9 8 1 72 72 偏芯コア1 -45 なし 12
37 Hos-3 病院等-3 10 9 2 90 180 偏芯コア1 -45 5 人 20 12
38 Hos-4 病院等-4 11 6 2 66 132 偏芯コア1 -45 4 人 16 12
39 Sｃ-1 学校等-1a 80 9 3 720 2160 ダブルコア -45 なし 20
40 Sｃ-1 学校等-1b 37 14 3 518 1554 ダブルコア 45 なし 20
41 Sｃ-2 学校等-2 10 10 2 100 200 ダブルコア -45 なし 20
42 R-1 飲食店舗等-1 18 18 1 324 324 偏芯コア1 -135 97.2 m2 40 30
43 R-2 飲食店舗等-2 5 17 3 85 255 偏芯コア1 -135 76.5 m2 31 30
44 R-3 飲食店舗等-3 11 13 2 143 286 偏芯コア1 -135 85.8 m2 35 30
45 R-4 飲食店舗等-4 8 12 3 96 288 偏芯コア1 -45 86.4 m2 35 30
46 R-5 飲食店舗等-5 15 14 2 210 420 偏芯コア1 -45 126 m2 51 30
47 R-6 飲食店舗等-6 6 13 3 78 234 偏芯コア1 45 70.2 m2 29 30 
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図４ 対象とした某駅周辺の状況 
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図５ 個々の建物のエネルギー消費量の結果 

対象範囲内にある公共施設の学校の校舎と体育館およ

び駅舎の日照条件の良い屋根の一部計約2300m2を利用
し、太陽光発電(公称出力 285kW水平設置)と給湯への太
陽熱利用(平板式集熱面積 2000m2水平設置)を設置した
場合の効果を非連成の方法で検討した。太陽光発電で

2348GJ/年（全体の 7.3％）、太陽熱利用で 2116GJ/年(全
体の 6.6％)の一次エネルギーの削減の可能性があるとい
う結果を得た。 
 
５. まとめ 
拡充したテンプレートの紹介とそれらを利用しての設

計ツールへの展開について提案した。仮設調整テンプレ

ートを利用することで容易にシミュレーションを開始で

きることを示した。また、応用例として小規模な建物で

構成されたエリアのエネルギーおよび資源の面的利用の

検討を、BEST支援ツールを使用して行なうその手法と
計算例を紹介した。建物と設備のモデル化が簡単に行な

え、専門版にデータを引き継ぐことで、さらに詳細な省

エネルギー・省資源の可能性の検討ができるといえる。  
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